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【問い合わせ先】          

男鹿市産業建設部建設課都市計画班 

TEL０１８５－２４－９１４４    
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１．市保有戸建て住宅売却の流れ  

 受付期間中に必要書類を男鹿市役所２階建設課都市計画

班へ提出してください。 

 受付時間：午前８時 30 分から 

      午後５時 15 分まで 

（ただし、正午から午後１時を除く。） 

公募抽選申込受付 

令和８年８月 ３日（月）から 

    ９月 30 日（水）まで 

ただし、（土日を除く） 

 参加資格を審査させていただきます。 

審査結果及び抽選に関してのご連絡は、「参加資格審査結果

通知書」を送付いたします。 

公募抽選参加資格審査及び 

抽選に関してのご連絡 

 １つの物件に複数の申込みがない場合は、実施しません。 

 会場は、抽選の参加人数に応じて決めさせていただきます。 

 抽選を実施せず契約相手方が決定した申込者には、抽選終了

後「売却決定通知書」を送付いたします。 

抽選 

日時：令和８年 10 月 16 日（金） 

    午後２時から 

会場：市役所 会議室 

 当選者には、「売却決定通知書」を送付いたします。 契約相手方の決定 

 当選者は、「売却決定通知書」をもって財政課管財班と契約を

締結していただきます。 
売買契約の締結 

 契約保証金として、契約時に売買代金の 10％を納付していた

だきます。 

 売買代金の残額(契約保証金を差引いた額)を契約締結日の翌

日から起算して 30 日以内の平日までに納付していただきます。 

売買代金の納付 

所有権の移転 
 売買代金が完納されたときに所有権は移転し、同時に現状

有姿で物件引渡があったものとします。  

 土地の所有権移転登記は、男鹿市が行います。登録免許税

等の登記に必要な費用は、購入者の負担となります。 

●公募抽選の申込期間に申込みがなかった物件については、再度募集期間を設けます。

再募集でも申込みがない場合は、入札により売却をします。  
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２.売却物件 

物件

番号 
土地・建物の所在地 

登記面積 

（㎡） 

登記 

地目 

売却予定価格（円） 

※建物分 348,700 円含む 

１ 男鹿市船越字内子 1番地５４４ ２３５．７４ 宅地 ３，５００，０００ 

２ 男鹿市船越字内子 1番地７７６ ２４１．３１ 宅地 ３，６００，０００ 

３ 男鹿市船越字内子 1番地７７７ ２６２．１９ 宅地 ３，９００，０００ 

※詳細は物件調書をご確認ください。 

※いずれの物件も建物のリフォームが必要となります。 

※建物は、全て木造 2階建て、延床面積９９．８２㎡となります。 

※現地への案内が必要な場合は、事前に建設課都市計画班へご連絡ください。 

※現状と差異が生じる場合には、現状が優先されます。 

※売却価格は多少変動する場合があります。 

※物件番号１～３ともに、建物については未登記建物となります。表題登記等行う場合 

は、購入者側で行っていただくこととなります。（表題登記に係る諸経費一式について 

も購入者の負担となります。） 

※物件購入に伴い発生する諸費用（契約書に貼付する収入印紙や土地所有権移転登記に 

係る登録免許税等）については、購入者の負担となります。 

 

３．公募抽選を申し込まれる前に 

⑴ この「令和８年度市保有戸建て住宅売却実施要領」（以下、「実施要領」という。）を

よくお読みください。 

① 実施要領には、申込者の資格や申込方法など、必要なことが記載されています。 

② 物件調書の記載事項は、調査時点における一般的な調査内容を列挙したものであ 

り、現時点で変更されている場合があります。申込みをされる方は必ずご自身で現 

地確認や諸規制の確認を行ってください。また、図面についても現状と異なる場合 

があり、これを特定するものではありません。物件調書の記載事項と現状とに差異 

が生じた場合には現状が優先されます。 

⑵  売却物件は、全て現状有姿（あるがままのかたち）での引渡しです。 

① 売却物件には、当該物件上の全ての工作物（住宅、給排水施設、舗装など）、樹木、 

草花などを含みます。物件調書と現状に差異が生じている場合は現状を優先し、契 

約後における物件引渡しも現状有姿で行われます。 

② 売却物件に越境物がある場合についても、現状有姿での引渡しとなります。 

男鹿市では越境物を解消するための交渉や手続き及び処置は行いません。購入者 

の責において相隣関係で話し合ってください。契約後に越境関係が判明した場合も 

同様です。 

（注）越境とは、例えば隣接地の建物のひさしや塀が境界を超えて売却物件にかかって

いる場合等を指します。 

③ 売却物件の埋設物調査、地盤・地質調査は行っておりません。売却物件の地表及 
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び地下に工作物等の基礎部分その他埋設物（自然的原因によるヒ素等を含む。）があ 

った場合の撤去及び処分等が必要な場合は、購入者の負担で処理していただきます。 

また、地盤及び土壌に関して工事、地盤改良等が必要な場合につきましても、買 

   受者等の負担で処理していただきます。 

⑶ 物件の利用について用途制限を設けます。 

土地売買契約においては、次のとおり用途に関する禁止特約を付し、かつ、これに違 

反した場合は、契約解除権を行使することがあります。また、違反した場合は、違約金 

等を徴することがあります。詳細については、契約書（案）を必ず参照してください。 

① 用途は、建築基準法上の「第一種中高層住居専用地域」以外には使用しないこと。 

② 暴力団等及びその他の反社会的団体及びそれらの構成員がその活動のために利用 

する等公序良俗に反する用途に使用しないこと。 

③ 風俗営業及び性風俗特殊営業その他これらに類する業の用途に使用しないこと。 

④ 購入者が第三者へ所有権の移転、若しくは売却物件に地上権、質権、使用貸借に 

よる権利、又は賃借権その他の使用及び収益を目的とする権利の設定を行い第三者 

に使用させる場合は、本用途制限に係る義務を第三者へ承継させなければなりませ 

ん。 

⑷ 購入者は、土地売買契約締結後、売却物件に数量の不足その他契約不適合のあるこ

とを発見しても、売買代金の減額若しくは損害賠償の請求又は契約の解除をすることは

できません。 

⑸ 隣接地との境界等については、以下のとおりです。 

① 隣接地との境界標は一部設置済みです。隣接土地所有者において調査を実施し、 

男鹿市との立会いにより境界確定を行っております。また、越境物については、３ 

⑵で記述したとおりとなりますので、ご注意ください。 

② 境界標は、コンクリート杭、金属プレート、金属鋲又はプラスチック杭等により 

設置されていますが、現状のままでの引渡しになります。境界標の補修や打ち直し 

は行いませんので、あらかじめご了承ください。 

③ 契約締結後は、所有権移転手続きのみとなります。 

境界確認が必要な場合は所有権移転後、購入者により実施してください。 

⑹ 売買契約は、登記簿数量により行います。 

① 売買契約の対象数量は、物件調書に記載された数量で行います。 

② 所有権移転登記については、登記簿数量（公簿地積）で行います。物件により、 

公差の範囲内において、実測数量と登記簿数量が異なる場合があります。 

⑺ 建築制限等について、あらかじめご自身で確認してください。 

① 売却物件に対する都市計画法、建築基準法その他法令、条例・規則等による制限・ 

規制については、事前に入札参加者自身で関係機関に十分に確認し、各機関からの 

指導等については、必ずこれを遵守してください。 

② 各種供給処理施設（電気、ガス、上下水道等）の売却物件敷地内への引き込み、 

空中架線の撤去、接面道路上の電柱・街灯・交通標識・街路樹及び車両乗入施設の 

設置等の手続き及び費用は購入者の本人負担となります。詳細については、あらか 
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じめ関係企業者及び関係行政機関へご確認ください。 

⑻ 事前に必ず現地及び周囲の構造物等の現況を確認してください。 

   確認の際には、みだりに隣接地に立ち入ったり、フェンスなど工作物を傷つけたり、 

違法・迷惑駐車を行うなど、周囲の住民の方の迷惑となるような行為をしないように 

お願いします。 

物件の内覧をしたい場合は、建設課都市計画班にお問い合わせください。 

⑼ 結果の公表について 

抽選結果及び売却に係る情報については、その内容が情報公開の対象となりますの 

で、了承した上で参加してください。 

 

４．申込者の資格 

⑴ 公募抽選の申込者の資格は、次のとおりです。 

① 18 歳未満の子がいる世帯（胎児を含む。） 

② 夫婦のみの世帯（夫婦ともに 39 歳以下であること。） 

⑵ ただし、次のいずれかに該当する方は、申込みができません。 

① 成年被後見人、被保佐人又は被補助人 

② 破産者で復権を得ない者 

③ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成３年法律第 77 号)第２条 

   第２号から第６号に該当する者 

④ 市税等の滞納（未納）がある者 

⑤ 地方自治法(昭和 22 年法律第 67 号)第 238 条の３に規定された市の公有財産に関 

する事務に従事する本市職員 

  

５．申込方法  

⑴ 公募抽選の場合 

参加希望者は以下の書類を揃えて、期日までに建設課都市計画班まで持参又は郵送 

してください。また、電話、ファックス及び電子メール等による申込みはできません。 

 なお、郵送の場合は受付期間内に添付書類を含め全ての書類が不備なく揃っていな 

ければ受付できません。 

① 公募抽選参加申込書  

   ア 所有権の共有を希望される場合は、代表者を申込者としてください。 

イ 同一の者が同一物件を単独名義と共有名義の両方で申し込むことはできません。 

ウ 代理人が申込書類の提出を行なう場合は、委任状を提出してください。 

② 誓約書 

③ 添付書類（写し可） 

ア 住民登録地の住民票の写し（個人番号の記載のないもの）及び身分証明書 

イ 印鑑登録証明書（発行後３か月以内のもの） 

ウ 男鹿市税の納税証明書（発行後３か月以内もので、市税の納期到来分に滞納が 

ないことを証明するもの。男鹿市で課税されていない場合は不要。） 
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※１ 共有による申込みの場合には、代表者の①と共有者全員の③が必要です。 

※２ 代理人による申込みの場合は、③のア、イが必要です。 

   ※３ 郵送する場合は、必ず一般書留又は簡易書留で郵送してください 

※４ 提出された書類は返却しませんので、ご了承ください。 

⑵ 参加申込受付 

  ① 窓口受付の場合 

期 間：令和８年８月３日（月）～令和８年９月 30 日（水）土日祝日を除く。 

         午前８時 30 分～午後５時 15 分（正午から午後１時までを除く。） 

    場 所：男鹿市産業建設部建設課都市計画班（市役所２階）         

  ② 郵送の場合 

    期 間：令和８年８月３日（月）～令和８年９月 30 日（水）※必着 

    送付先：〒010-0595 男鹿市船川港船川字泉台 66 番地１ 

        男鹿市産業建設部建設課都市計画班 

⑶ 抽選有無及び審査結果 

  １物件に複数の申込みがあった場合のみ、抽選を行います。 

   申込者の資格を審査し、｢市保有戸建て住宅売却公募抽選参加資格審査結果通知書｣ 

（以下、「審査結果通知書」という。）により審査結果を通知します。なお、抽選を行な 

う者には審査結果通知書に開催日時及び会場を記載して通知します。 

  また、審査結果についての不服及び異議申し立ては認めません。 

⑸ 留意事項  

① 受付期間中、申込状況等の問い合わせには一切応じられませんので、ご了承願い 

ます。 

② 必要書類に不備、不足がある場合は受付できません。また、書類のお預かり、仮 

受付等はいたしません。必ず受付期間に余裕をもって申込みください。 

③ 申込後に内容の変更はできません。 

④ 必要書類は返却できません。 

⑤ 共有名義で申込みする場合は、誓約書の共有者欄に記載された全ての者からの委 

任状が必要となります。 

 

６．抽選  

 ⑴ 抽選日時及び会場 

  日 時：令和８年10月16日（金） 午後２時～ 

  場 所：男鹿市役所 会議室 

 ⑵ 抽選の受付  

  ① 抽選受付時間内に、「市保有戸建て住宅売却公募抽選参加資格審査結果通知書」を 

受付へ提出してください。受付時間を過ぎた場合は抽選の権利を放棄したものとみ 

なします。  

  ② 抽選参加者が代理人である場合は、受付時に委任状を提出してください。  

  ③ 申込者は他の申込者の代理人になることはできません。また、１人で２人以上の 
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代理人を兼ねることはできません。  

 ⑶ 抽選方法  

   抽選はくじで行い当選者を決定します。なお、くじを引く順番については申込みの 

受付順に予備抽選を行い決定します。予備抽選で決定した順番によりくじを引き決定 

します。  

 ⑷ 抽選結果 

   当選者には、「市保有戸建て住宅売却決定通知書」（以下、「売却決定通知書」という。） 

を送付いたします。 

 

７．契約の手続きについて 

売買契約は、男鹿市総務企画部財政課管財班と市有地の売却に係る手続きにより締結す

ることとなります。契約の条件や契約に係る諸経費など詳細につきましては、当選者にお

知らせいたします。 

また、送付した売却決定通知書は、売却の手続きに使用しますので保管をお願いします。 

 

８．売却できなかった物件について 

公募抽選の募集を２回行い、売却できなかった物件について、市有地の売却に係る手続 

きにより売却をします。 

 市有地の売却に係る手続きにより実施する場合は、広報やＨＰ等でお知らせします。 

 

９．その他注意事項 

⑴ 公募抽選参加資格を確認するに当たり、提出された関係書類を基に他の機関に照会 

することがあります。 

⑵ 抽選の実施が困難な特別な事情が生じた場合、抽選を中止又は延期することがあり 

ます。 

その場合、抽選及び抽選に参加しようとする者が損失を受けても、男鹿市は一切の 

責任を負いません。 

⑶ 売買契約締結後の土地利用に関し、隣接者、地域住民等との調整等が生じた場合は、 

全て購入者において行っていただきます。また、地区自治会のルールを守ってくださ 

い。 

⑷ 売買契約締結後、売買物件の引渡しの日までの間において、男鹿市の責めに帰する 

ことのできない事由により、売買物件に滅失、毀損等の損害を生じたときは、その損害 

は、購入者の負担となります。 

⑸ 売買契約締結後から５年以内の貸与、売却、譲渡等は禁止となります。 

⑹ 建物の改修にあたっては、購入者の負担で施工していただきます。 

⑺ その他この実施要領に定めの無い事項については、地方自治法、同法施行令、その他 

関連法令等の定めるところによります。 

 

 


